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Ｏａｋキャピタル投資ファンド“150億円”の設立に関するお知らせ 

 

当社はこのたび、英国の投資グループと共同で、成長が期待される日本の上場企業向けエクイティファイナンス

投資「Ｏａｋキャピタルグロースファンド」（以下、「当ファンド」といいます）を設立することといたしましたの

で、その概要に関し下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．ファンド設立の目的と背景 -― 上場企業向け成長支援投資 

当社は、上場企業が成長資金を目的に実施する新株発行や転換社債の引受けを行う、総額 150 億円規模の  

「Ｏａｋキャピタルグロースファンド」を設立いたします。 

このたびのファンドは本年度に入り、企業業績の好調を背景に資金需要が高まることが予想されることから、

投資ファンドの設立を行うものです。当ファンドは総額で 150 億円の規模で日本の上場企業を対象に、企業の

実施する成長のための資金調達（エクイティファイナンス）の引受けを中心とした投資を実行してまいります。

投資規模は1社当たり10億円前後とし、運用総額は最大で150億円(取得簿価ベース)を予定しております。 

当社は2010年より、事業の拡大と企業価値向上を目指す新興企業ならびに中堅上場企業の成長戦略の後押し

となる成長支援投資を行ってまいりました。このたびのファンド設立の戦略パートナーである英国の投資家 

Sage Capital Global（以下、「セージ・キャピタル」という。）とは、当社が投資事業に参入して以来、情報交

換や投資案件への共同投資を通じ、関係を構築してまいりました。 

 

２．ファンドの概要 

（１）名 称： Ｏａｋキャピタルグロースファンド 

（２）業務執行組合員： Ｏａｋキャピタル、Sage Capital Global（セージ・キャピタル）の2社による 

（３）出 資 枠 総 額： 150億円（当初100億円より開始） 

（４）投 資 額： 1社あたり10億円～ 

（５）投 資 手 法： エクイティファイナンスの引受け、金庫株の引受け、オーナー株の引受け等 

（６）設 立 年 月 日： 2013年7月下旬 

（７）運 用 期 間： 2013年7月より2017年6月末まで 

（８）投 資 対 象： 上場企業 

 

（ご参考） 

Ｏａｋキャピタルは2006年に投資ファンド1号を開始いたしました。このたびの投資ファンドは2号目とな

ります。  Ｏａｋキャピタル1号ファンドの概要 

出資者： りそな銀行、みずほ証券 

規  模： 27億円 
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３．共同投資パートナー Sage Capital Global「セージ・キャピタル」について 

当ファンドの戦略パートナーである英国の投資家セージ・キャピタルは、世界的な規模でさまざまな投資機

会の開拓・評価を行ない、自己資本で、南北アメリカ、欧州とアジア地域における各業界と業種への多方面に

わたる投資を実施しております。 

セージ・キャピタルは、不動産、ベンチャー・キャピタル、デット＆バイアウト案件等、さまざまな専門分

野において膨大なノウハウと実績を誇っており、その投資ポートフォリオは、さまざまな業種と地域を網羅的

に扱い、持続可能エネルギーや代替エネルギーから自然素材や農業まで、インターネット産業やバイオテクノ

ロジーから銀行業や世界各地における不動産に至るまで、あらゆる投資対象を組み入れております。 

セージ・キャピタルの専門家チームは、１５年以上にわたり、何百件もの投資案件の構築とアドバイスに従

事し、数十億米ドルの投資ポートフォリオを築き上げてまいりました。このポートフォリオは、現在も、拡大

し続けております。 

 

４．日本市場に対する当社の捉え方 

（１）日本の株式市場に重要な役割を持つ海外投資家 

わが国の株式市場は、昨年末の政権交代以降、変動はあるものの、大幅な回復基調となりました。2008年

の世界金融危機から続いた日本株の低迷から抜け出し、外国人保有比率も6年ぶりに28％となりました。こ

れは日本企業への高い評価の現われと見ております。 

（２）日本企業の再評価と成長路線 

円安株高を受け輸出関連企業は業績を大きく伸ばしております。また、日本企業の多くは経営資源の効率化

を図るなど努力を重ねてきた結果、経営体質が改善されました。欧州経済の低迷や新興国経済の減速はあるも

のの、日本経済に対する期待は高まり、引き続き「日本買い」の傾向は継続するものと当社は予測しておりま

す。特に、当ファンドが投資対象とする企業は、日本の産業の基盤を担う存在であり、その成長を支える事業

資金の供給元として当ファンドの役割は重要であると考えております。 

 

５．Ｏａｋキャピタルの投資実績  

  Ｏａｋ キャピタルはインベストメントバンキング事業に進出して以来、国内外の企業向けに資金調達及び事業

の成長支援を実施してまいりました。投資事業は事業再生投資、事業プロジェクト投資、ブランド投資、ＩＰＯ

投資、上場株投資で構成されており、それぞれ実績を積み重ねてきました。 
 

 投資実績 

・上場企業向け成長支援投資：セーラー万年筆(株)（東証二部 7992）、(株)フライトシステムコンサルティング

（東証マザーズ3753）、株式会社ソフトフロント（JASDAQ 2321）など 
・事業プロジェクト投資  ： デジタルポスト(株) 、軽井沢エフエム放送(株)など 

 ・ブランド投資      ： クリストフルジャパン(株)（フランス製銀食器の世界的ブランド）、 

(株)山田平安堂（宮内庁御用達の漆器の名門)など 

 

６．今後の業績に与える影響 
  当社は従来通り自己勘定投資を実施してまいりますが、今後、当ファンドからの運用報酬が加わることになり

ます。本件による業績への影響等につきましては、公表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 
 

以 上 


